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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第69号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

となく、「集いやすい」運営に切り替えた同窓会執行部の
努力によるものであろうと思う。今後も会員の意見を取
り入れ、時代の流れに応じた同窓会の運営を期待したい。

小笠原和則（19期）

　「南翔」総会は7月7日、秋田ビューホテルを会場に開催
された。
　昨年末に逝去された14期の前同窓会副会長赤上智氏
に黙祷を捧げ開会となった。
　平成29年度事業報告・収支決算報告、平成30年度事業
計画案・収支予算案が審議され原案通り可決された。ま
た、任期途中の役員逝去や退任希望による役員交代案
が審議され、新任役員には副会長（総務部）加藤育広（13
期）、監事長谷川尚造（25期）が満場一致で可決された。
　総会では、若年期への会報誌送付によって年会費の納
入数が増加したこと、吹奏楽部50回記念定期演奏会が5
月31日秋田県民会館閉館日に行われ同窓会から助成金
を支出したこと、昨年設立された「瀬戸内南翔会」へ総会
後の南翔の集いで同窓会旗が贈られることなどの報告
もされた。

　総会当日は、「7
月豪雨」の真っ只
中。西日本では甚
大な災害となっ
たが、県内も悪天
候に見舞われてい
た。そうした中、今
回から総会と南翔
の集いを同日開催
したことで、総会
は例年にない多数
の参加者となり、
会場は想定外の人
数で立ち席が出る
ほどであった。慣
例にとらわれるこ

「南 翔」 総 会 報 告

山岡会長を中心に、加藤育広新副会長（右）、
長谷川尚造新監事 総会全体風景

同窓会旗が瀬戸内南翔会へ渡される 引継ぎ式は１の期から２の期へ 乾杯の音頭でにぎやかに懇親へ入る
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　遠路、この度新設された「瀬戸内南翔会」の佐藤宣雄支

部長（3期）が岡山県から、又、東京支部から大森素弘顧問

（6期）、三浦辰巳副会長、ありがとうございました。校歌

を歌い終えたときは一仕事終えた後のような清々しい

気持ちでした。ご参加のみなさんのおかげで大変盛会裏

に終えることができました。来年の12期担当の実行委員

の皆様、更なるご盛会をお祈りいたします。

実行委員長　仙北屋　昭弘（11期・G）
　平成30年度の「南翔の集い」が盛会の中で開催されま

したことをまずもってお慶び申し上げます。毎年この会

には参加しておりましたが、昨年参加した際、11期の参

加者が私しかいなかったため引き継ぎで、来年度の実行

委員としてステージに呼ばれた次第でした。不安のまま

時が過ぎましたが4月頃実行委員会を開催する旨の連絡

を受け、その時19期の畠山副会長はじめ今回司会の大役

を担ってくださった21期の石田隆一さん、国安忍さんな

ど大変力強い実行委員の方がいるんだなと安心しまし

た。

　今回から総会も同日開催ということで、そちらにも参

加いたしました。特に問題もなくスムーズに運ばれた総

会だと感じ、その後「南翔の集い」に参加しました。

「南翔の集い」に実行委員として参加して

http://www.fisys.jp/

取締役 三河　雅則（第18期 G組卒）
取締役 金澤　邦雄（第14期 I 組卒）

（第１ 期 F 組卒）

株式
会社フィデア情報システムズ

株式会社 宇佐見経営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）
税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195
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支部だより
■東京南翔会　　　　　副会長　鈴木　諭（17期・A）
　私たち東京南翔会は、首都圏を中心とする関東地方に
居住する卒業生に加え、静岡県や愛知県にも会員が点在
しています。
　会員の総数は現在約1,100名。
　総会は2年に一度、西暦の偶数年の5月に開催しています。
　これまでの
総会には、秋
田の南翔会や
仙台支部の会
長および役員
の 方 々 に 加
え、学校長と
現 職 の 教 員
(もちろん南
高の卒業生)
にもご出席い
ただいております。
　現在の役員は、会長1名、副会長3名、幹事8名、会計2名、
会計監査1名の陣容です。
　首都圏では秋田を題材にする様々な行事が年間を通
して開催され、私たち会員も折に触れてそちらに足を運
び、故郷秋田の空気に触れ、ノスタルジーに浸っています。
　当会の主催行事としては、忘年会、ゴルフコンペ、地の
利を生かした各種スポーツ観戦会(社会人の都市対抗野

　　　　　　　　秋田県立秋田南高等学校剣道部OB会
会長　佐藤　要（22期・E）

　剣道部OBは、警察、学生、実業団、教員等、それぞれの分
野で大活躍しております。
　特に昨年は8期伊藤忠善がねんりんピック秋田で全国
制覇、50期筒井雄大がインカレで全国優勝と頂点を極め
る活躍でした。
　実業団剣道では、44期岩川力が関東実業団2連覇、45期
齊藤将吾が全日本実業団8強と上位で活躍、南高校剣道
の層の厚さを見せつけました。
　警察剣道では、43期笹山諒介が秋田県代表
として全日本選手権に出場するなど、秋田県
警には南高OBが多く奉職し、全国的にも上位
レベルで活躍しております。
　剣道部OB会員は352名となり、 正月の恒例
の稽古始には、多くのOBが道場に集い、現役
選手に稽古をつけ、OB同志も互いの技を磨
き、切磋琢磨しております。
　また、正月同日には大新年会も開催し、各
年代が近況を知らせあっています。
　また、OB会の一大行事として「岩谷杯争奪
少年剣道錬成会」を30年以上にわたり主催し 

剣道部OB会だより
県内の小中学生への剣道指導により秋田県内少年剣道
のレベルアップの一翼を担っております。
　剣道部と言えば、恩師伊藤碩士監督が築いた歴史なし
には語り尽くせません。そしてその教え子で18期の湯澤
寛が24年間という長期にわたり監督を務め、昨年、その
教え子でもある38期金森康臣にバトンタッチしました。
　現役高校生は、今年、残念ながら団体の全県優勝を逃
したものの、個人戦ではインターハイ8強、2月と6月の東
北大会では団体優勝を果たし、その実力を知らしめました。
　おわりに剣道部の強化指定およびOB会活動にご理解
頂いている母校に感謝申し上げます。
追伸：剣道部OB会には、公式フェイスブックページがあ
ります。OBの方は是非登録を申請してください

秋田市泉北４丁目３番２８号

球：東京ドーム、秋
田ノーザンブレッ
ツリーグ戦：秩父
宮ラグビー場)な
どがあります。
　忘年会では、屋
形船を貸切り、隅
田川を下って浅
草や東京スカイツ
リーの付近まで遊覧したこともありました。
　今後は会員のさらなる参加を促進すべく、芸術鑑賞や
スポーツ観戦を中心とした、興味をそそるイベントを考
案していく意向です。
　私の知る限り、東京には秋田にゆかりのある飲食店が
100以上あり、その中には、南高の卒業生が経営する、ま
たは店舗の責任者であるという店も存在します。
　古きよき昭和の町並みを維持し、このごろは訪問客の
半数近くを外国人が占める、新宿のゴールデン街にも、
南高を卒業した女性が経営する飲食店があり、そちらは
南高の関係者のみならず、オール秋田の出身者が集う憩
いの場となっています。
　酒飲みの遺伝子を受け継ぐ秋田県人ですから、今後は
こうした社交場を積極的に利用して、会員相互の交流を
深め、さらには新規での会員を発掘する機会になればと
願っています。
　東京南翔会執行部
　会長 山田透（6期）
　副会長 三浦辰巳（7期）、倉田芳美（9期）、鈴木論（17期）
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　５月31日、その日は午後から小雨の降るあいにくの天

気。前売券は26日までに完売し、わずか15枚の当日券を

求め約30名が県民会館前に並びました。開場前には長蛇

の列をなし通りすがりの人たちは一体何事かと驚いた

に違いありません。

　ついにファイナルを飾るにふさわしい吹奏楽部の演

奏が始まると、空調が効かない会場の暑さなど忘れる

ほどの一体感を肌に感じました。日本一の吹奏楽部と

OB,OGの演奏で校歌と県民歌を誰もが誇り高い気持ちで

力の限り歌い、感動したことでしょう。ホームルームで

は穏やな笑顔とユーモアが素敵だった高橋紘一先生も

天国から拍手を送っていたことでしょう。

　この記念すべき感動の演奏会の模様を各方面で活躍

されているOB,OGの方々から寄せていただいたコメント

と写真で紹介いたします。

雅樂代　昭子（16期）

第50回記念吹奏楽部定期演奏会
～ 思い出は感謝と共に. . .

　 秋田県民会館感動のファイナルステージ ～

大山寛康設計事務所
代表　大山　寛康 (1・G)

神奈川県厚木市栄町1-2-2-413
hiro2006＠vanilla.ocn.ne.jp
090-1623-7388
読書スタンド好評発売中

演奏会写真提供　㈱岩田写真　岩田幸久（21期生）
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奥山　昇（31期　秋田南高等学校吹奏楽部顧問）
　かつて1994年6月、県民会館は大規模な改修工事期間
に入りましたが、その直前、旧会館での最後公演は私た
ちが高3の頃の「第26回定期演奏会」でした。あれから
二十数年、第50回記念の大きな節目の年に、顧問として
再び会館最終公演のステージに立つことになるとは思
いもよりませんでした。巡り合わせとは不思議なもので
す。感無量の一夜でした。

鎌田　修（6期　Euph）
　私の高校時代の想い出の大事な場面に度々登場する
のが県民会館でした。
　一年生の時、同じクラスの初恋の君（今、カミさん）と
の初デートは県民会館で興行された映画鑑賞会でした。
　又、三年生の時、我々吹奏楽部の現役並びに諸先輩方
の夢であった待望の第一回定期演奏会を感動のもと開
催することが出来たのも、ここ県民会館でした。
　半世紀余りに渡り数々のドラマを演出してくれた県
民会館に感謝すると共に新たなる県民会館との更なる
感動の出逢いを期待致します。

西　聡（12期　Trb）　　　
　初めて県民会館のステージに立ったのは中学時代で
すが、高校に入ってからは定期演奏会や他団体とのコン
サートなど機会が格段に増え、特に「大いなる秋田」と県
民歌は今でも身体が覚えているほど数多く演奏しまし
た。その最後の日に満員のお客さんを前に県民歌で吹
き終えるなんて自分の中ではとてもドラマチックなス
テージでした。一音一音丁寧に、想いを込めて吹きまし
た。
　ずっと南高サウンドを響かせてくれた県民会館に感
謝です。

辻　純一（20期　Cl）
　初めての県民会館のステージからもう40年。様々な思
い出の詰まったホールで、たくさんの同期生、先輩、後輩
に囲まれ、幸せな気分で演奏することが出来ました。な
により出演者として、ステージ側から満員の県民会館を
見ることが出来た二百余名の中の一人であることに感
極まるものがありました。また縁があれば新しい県民会
館で、ステージから新世界を見てみたいものです。

奈良　宜子 （34期　Ob）　　　　　
　県民会館が閉館することは寂しくありますが、私に
とってはまた1つ忘れられない楽しい思い出が増えた演
奏会でもありました。最後の曲「シンボル・マーチ」は私
が３年生の時に現校舎の落成記念に作曲されたもので、
真新しい音楽室でOBバンドの皆さんと演奏したことを
覚えています。
　校歌歌唱部分では指揮をする奥山先生に、昨年亡くな
られた当時の顧問、小林久仁郎先生の姿が重なって見え
た気がしました。

佐藤　唯（48期　St.B ）
　県民会館での思い出と言われ、真っ先に思い浮かぶの
は3年時の定期演奏会です。「全国大会3年連続出場記念」
演奏会であり、自分たちの最後の定期演奏会でもあった
ため、本番前はとても緊張していたことを覚えていま
す。しかし、本番はその緊張も忘れるくらい充実したす
ばらしい演奏ができました。アンコールの「上を向いて
歩こう」で天野正道先生がピアノで飛び入り参加して下
さったことも良い思い出です。

県民会館から寄贈のスタインウェイピアノ

【現役生とOB・OGの合同練習風景】



第69号秋田県立秋田南高等学校同窓会会報平成30年9月28日（6）

徒達も声を掛けやすいようで、悩み事を相談したらスッ
キリしたということもあったそうです。

今年、平成29年度の卒業式ですが、池田さんは初めて、参
列しました。これまで18年間勤めていましたが、卒業式
に出ることはありませんでした。それが、昨年の暮れに
1ヶ月間売店を閉めたことがきっかけで、改めて生徒達
にも大事な存在であることがわかり、生徒達の希望で卒
業式に参加するようになったそうです。保護者の席側に
一席が設けられたのですが、退場際、卒業生徒から「おば
ちゃーん」と握手されたりハグされたりの人気ぶりでし
た。

南高の玄関のお店を守って18年。多くの生徒達の悩みを
聞き、また勇気づけてきた池田さん。これからも生徒達
を見守って欲しいです。

取材　田崎宏明（29期・A）

南高の名物かあさん　売店員　池田トモ子さん

卒業をしてしまうと、生徒達
がどのような学校生活してい
るのか全く垣間見ることはな
くなります。この度、生徒達に
とても親しまれている売店員
の池田トモ子さんにお話を聞
き、池田さんの人柄を通じて、
南高生の学生生活の一端を見
ることができました。

私自身、南高新校舎は詳しく
なく、売店の場所もわからず、不安ながらお会いした時
に、池田さんは笑顔で出迎えてくれました。そして初め
て会ったとは思えない屈託のなさで話しかけて来ます。
時より「アハハ」と笑い。インタビューをしているのです
が、まるで漫才をしているようかのテンポでお話が進み
ました。

池田さんは、ご主人の転勤に伴い秋田市に来ました。そ
こで、知人を通じて、この仕事に就きました。当時は、学
生数も多く、店員8人で営業していたそうです。どうして
そんなに店員がいたかというと、2人ペアで、商品の入っ
た「ばんじゅう」を持って2階や3階に上がり、売っていた
そうです。私の時（約25年前）で約400人の生徒数でした
が、現在は210名ぐらいですので、人口減少に伴い学生数
も絞っているのだと感じました。

売店では、飲み物の他、お弁当やサンドイッチ、ワッフ
ル、デザート、ラスク、カロリーメイト、菓子パンが売れ
るとのことで、生徒のちょっとした息抜きにもなってい
ると想像されます。

中等部の生徒達とは、買い食いができない為、接点は少
ないのですが、「お、は、よ、う」とか「背が伸びたねー」と
積極的に話しかけることにより、徐々に馴染みました。

池田さんは、もともと理容師をしており、そこで接客が
磨かれました。いつもは底抜けに明るい対応ですが、テ
スト期間や生徒達の進路が決定する2月頃には、気を
使って接しています。普段は「気をつけて帰れよ」と話し
かけていますが、テストで疲れている生徒には、そっと
しておき、声をかけません。2月頃には池田さんからは進
路を聞くことはなく、生徒が教えてくれると「秋田から
離れると残念だねー」などと答えているそうです。

南高校のイベントに顔を出すのが好きで、3年前の甲子
園の地区大会に応援しに行き、決勝で負けた時には涙し
ました。県民会館閉館時の吹奏楽演奏会にも招待され、
卒業生達と会うことができて懐かしかったそうです。生
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運 動 部 活 動

文 化 部 活 動

硬式野球部
第100回全国高等学校野球選手権記念秋田大会
2回戦敗退　１-２大館鳳鳴
剣道部
第42回秋田県女子剣道段別選手権大会
女子　三段の部　３位　秋山流華
第58回秋田県剣道段別選手権大会
男子　三段の部　１位　及川　拓　　２位　加藤　将太
　　　　　　　　３位　後藤　大和、上田　竜矢　
　　　二段の部　３位　淡路　優太朗、東海林　真之介　
第64回全県高校総体
サッカー部　　3回戦敗退　0-1秋田工業
陸上競技部
女子　学校対抗　総合８位　トラック総合５位
　400mH	 １位　佐々木　佳乃
　100mH	 ２位　佐々木　佳乃
　5000mW	 ３位　池田　明日香
　走り幅跳	 ３位　津谷　環奈
　1600mリレー	６位　(髙橋	遥香、佐々木	佳乃、
　　　　　　　　　　　	大山	遙花、	佐藤	優	)
男子　学校対抗　混成２位
　八種競技　　　２位　茂木　世界斗
　三段跳　　　　５位　茂木　世界斗
　砲丸投　　　　６位　吉田　仁哉
　800m		 ５位　齊藤　弘晃
剣道部
女子団体　３位
男子団体　２位
　　個人　優勝　及川　拓
　　　　　３位　後藤　大和
　　　　　ベスト８　東海林　真之介
柔道部
男子個人　60キロ級　ベスト８　伊藤　翔大
　　　　　66キロ級　ベスト８　菅原　貴葵
フェンシング
男子個人　エペ　　　２位　仙葉　遼輔
　　　　　フルーレ　４位　仙葉　遼輔
水泳部
女子　100m平泳ぎ　４位　照内　真尋
　　　　　　　　　　７位　白渡　萌々子
　　　200m平泳ぎ　４位　白渡　萌々子
　　　100m背泳ぎ　４位　長谷川　玲央奈
　　　200m背泳ぎ　５位　長谷川　玲央奈
　　　400mリレー　８位　(照内真尋、白渡萌々子、
　　　　　　　　　　　　　佐々木捺子、長谷川玲央奈)
　　　400mMリレー	７位	(長谷川/白渡/照内/佐々木)
　　　200m個人メドレー　６位　照内　真尋
男子　100m自由形　　　　５位　三浦　凌
　　　200m自由形　　　　８位　三浦　凌
　　　100m背泳ぎ　　　　５位　三上　陽向
　　　200m背泳ぎ　　　　７位　三上　陽向

アーチェリー部
女子　１位	工藤美色　２位	豊嶋樹里　３位	清水川紗耶
男子　１位	石垣燿太　２位	藤縄創大　３位	菊地唯央
山岳部
男子　優勝　　(竹村竜一、畠山奨太、工藤拓真、渡辺周平)
バスケットボール部　男子　３位　78	-	73	平成
ラグビー部　３位(秋田高校と合同チーム)33	-	28金足農
バトミントン部
女子ダブルス　ベスト16（安田　里菜／乾　真緒）　
男子団体　ベスト８
東北高校選手権
陸上競技部
女子　5000mW	 　　	14位	 池田　明日香
　　　走り幅跳	 　　	23位	 津谷　環奈
　　　100mH	 　　	準決勝５位	 佐々木　佳乃
　　　400mH	 　　	準決勝５位	 佐々木　佳乃
　　　1600mリレー　予選６位（髙橋遥香、佐藤優、大山遥花、
　　　　　　　　　　　　　　　宮野真帆）
男子　八種競技　	７位　　	茂木　世界斗
　　　三段跳　　23位　　	茂木　世界斗　
　　　砲丸投　　25位　　	吉田　仁哉
　　　800m　　予選６位　齊藤　弘晃
剣道部
男子団体　優勝　　個人　優勝　及川　拓
フェンシング
男子個人エペ　　　準々決勝敗退　仙葉　遼輔
　　　　フルーレ　準々決勝敗退　仙葉　遼輔
アーチェリー部
女子団体、男子団体　決勝トーナメント敗退
山岳部　男子団体	　６位
ラグビー部　
　２部　優勝（秋田高校と合同チーム）71ー５三本木農(青森）
インターハイ「2018彩る感動　東海総体」
剣道部
男子個人　５位　及川　拓
アーチェリー部
女子団体・個人、男子団体・個人　　予選敗退　　　　　

第71回秋田県珠算競技大会【高校生部門】
個人競技　３位　畠山　委玖重
読上暗算　３位　畠山　委玖重
読上算　　３位　畠山　委玖重
放送委員会
秋田県高校放送コンテスト
アナウンス部門　入選　大島　早紀
図書委員会
平成29年度図書館報コンクール
「優秀賞」
写真部　
第38回秋田県高等学校写真連盟展
入賞　碇屋紗愛	「閃光」、畠澤英恵「あくび」、鈴木福「光彩」
佳作　岡部小桃	「瑠璃色の春」、中泉咲良「透花爛漫」
吹奏楽部
全日本吹奏楽コンクール第60回秋田県大会
金賞・高橋紘一賞
全日本吹奏楽コンクール第61回東北大会
金賞
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とても暑くて熱い夏が終わり、みなさんいか
がお過ごしでしょうか？例年にない酷暑に
見舞われ体調を崩した方も多かったと思い
ますが、甲子園球児達の熱い戦いで元気と感
動をもらった方もまた多かったことでしょ
う。今年は県代表の活躍で、夏が少し長く感
じました。そして県史に残る快進撃、県民の
多くが感動し「秋田が一つになれた」そんな

気がしています。様々な問題を抱える日々の中でも、こ
うした一体感があれば乗り越えられそうだ、そんなこと
まで考えてしまいました。感動と涙・笑顔・元気、やっぱ

〒010－1437　秋田市仁井田緑町4の1
　　　　　　秋田県立秋田南高校内
電話　018－833－7431

りこれが大事ですよね～。ところで、監督コメントに何
度か出てきた「我慢の野球」。首都圏の知人からは「なん
か秋田っぽいね」と言われましたが、強豪校相手に戦う
姿は積極果敢で、「なんか秋田っぽくない」と感じていた
のは筆者だけでしょうか。

小笠原和則（19期）

かと考え、民芸の柳宗理で卒論を書きました。工芸の先
生とも相談したり、大学の焼物の先生の紹介で、瀬戸付
近の製陶所に二年半勤務し、退社してから全国の産地を
めぐって、結局はゆっくりなリズムで作業している益子
に決めました。
　益子に入って一年後に土地を借り、独立しました。当
時は作れば売れる状態で、即売会を開けば買い求める人
で列ができる程でした。しかし、毎日同じものを量産す
ることに嫌気がさし、つまらなくなってきました。
　四十歳を機に民芸店などからの注文には応ぜず、作家
として個展中心に活動を始めました。私の作家としての
陶芸は、その時その時感じたコト、考えているコト、そし
て体調、全てをつぎ込んで生まれるものだと思っていま
す。つまり生きているコト『ライブ』そのものです。
　好きな事で五十年続けてこれて、そして今があるの
は、たくさんの人のサポートがあったからこそだと思い
ます。これからも自分に正直に楽しく続けていきたいと
思っています。

　先日秋田で10年ぶりの個展を催しました。会期中に中
学の古希同期会もあり、沢山の友人も会場に来てくれう
れしいかぎりでした。
　私の高校時代の思い出は、余りいいものではなかった
気がします。普通高校でできたばかりの大学進学のた
め、高校でテストテストまたテスト、その結果を廊下に
さらされた記憶が残っています。男女共学で恥をかかな
い様に私は真面目に勉強をし、少しでもクラスの上位に
いける様、脇目も振らずクラブ活動もせず、地味な暗い
高校生活を過ごした気がします。
　そんな三年間の中で、ちょっとだけ存在感を示したこ
とが三つありました。その一つが全国年賀状コンクール
で佳作賞をもらったこと（『河口』という南高の小冊子に
写真が掲載された。）二つめは、二年生の学級担任の竹内
一朔先生が『宮沢は、リーダーシップに欠けるから、これ
からもないと思うので今チャンスを与える。』と言って、
副級長に任命されたこと。三つめは、汽車とバスで一時
間以上の通学していた私が、卒業式の時に皆勤賞で名前
が呼ばれました。副賞は金属でできた緑色の「鶴首花瓶」
でした。今思えば、ただ真面目なだけの結果で語るのも
恥ずかしいかぎりです。
　南高校のシステムで勉強をガリガリやったお陰か、み
ごと秋田大学に入学できたのかもしれません。大学は教
育学部の小幼課程に入学、しかし途中で美術専門単位の
多い中高課程に移り、後半は芸術三昧の大学生活を送り
ました。
　大学三年の時、教育実習を秋田大学付属中学校で行い
ましたが、自分は教師に向かないことを実感し、協調性
の無い私には職人・手仕事などが向いているのではない

活活躍
ＯＢＯＢするする

陶芸家
宮澤　章（4期Ｂ組卒）

1989 第10回日本陶芸展入選
1994 ‘94朝日現代クラフト展
　　 招待出品
1997 『積化象嵌』図録製作
2000 『千年の扉』栃木県立
　　 美術館出品

7月の個展風景
　経歴
1950 秋田生まれ
1972 秋田大学教育学部
　　 美術科卒業
　　 旭製陶（尾張旭市）に入所
1976 北益子にて独立
1987 第9回日本陶芸展入選


